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Abstract  Seventeen ant species were collected 
from 2 habitat types on Mt. Onogara-dake, Mts. Taka-
kuma, Kanoya City, Kagoshima Prefecture, south-
western Japan. Ants were sampled using powder-
cheese baiting, hand collecting, litter sifting, and soil 
sifting. Nine species were collected from the Fagus 
crenata forest (1000 m alt.), and 15 from the secondary 
evergreen forest (700 m alt.). Seven species were 
collected in both types of forest. Lasius productus and 
Pheidole fervida were collected only from the F. 
crenata forest. In both types of forest Nylanderia 
flavipes was most dominant. Other dominant species 
were Pheidole fervida in the Fagus forest, and 
Pachycondyla nakasujii and Camponotus obscuripes 
in the secondary evergreen forest.

　はじめに

南西日本に位置する鹿児島県本土には，紫尾

山，霧島山系，高隈山系の主に標高 1000 m以上

にブナの遺存林がみられる．これらのうち，高隈

山系のブナ林は最も南に位置し南限とされてい

る．屋久島にある南九州最高峰の宮之浦岳（1935 

m）では，照葉樹林の上に夏緑樹林ではなく突如

として針葉樹林であるスギ林が出現する．日本の

冷温帯の森林を代表するブナ林は，大部分林床に

笹をもっているが，鹿児島のブナ林には笹のない

型のものと，笹をもつ型のものとの二つの型が知

られている．霧島や高隈山のブナ林にはスズタケ

が密生している（田川，1999）．高隈山系は大隅

半島にある山系の 1つで，中腹下部から中部はス

ダジイ林やイス－ウラジロガシ林などから構成さ

れ，上部はモミの木を含む森林となっている．ま

た，山頂部はブナ，ミズナラ，アカガシ，ヒメシャ

ラ，ネジキなどの落葉広葉樹林となっている（大

野，1992）．北西側には現在も活発に噴火活動を

続ける桜島があり，冬季は偏西風（北西風）によっ

て火山灰が降る．そのため高隈山系の生物の生育

環境は，他地域にはみられない特徴をもっている．

高隈山森林生物遺伝資源保存林は，標高 500 m 以

上の場所で，大箆柄岳（1237 m），御岳（1182 m），

平岳（1102 m），横岳（1094 m）などの高隈山系

の主座が連なる稜線部の一帯である．

鹿児島県では島嶼を含めた各地でアリの生態

分布調査が精力的に行われ，データが蓄積されつ

つある．その結果，県本土からだけでも約 110種

のアリが報告されている（緒方・竹松，1994; 山

根他，1994，2010; 原田他，2011）．

これまで県内の標高 1000 m以上の森林内での

調査は，屋久島（寺山・山根，1984; 細石他，

2007）と紫尾山（原田他，2011）で行われた．高

隈山系の大箆柄岳にある日本南限のブナ林と，他

地域にあるブナ林あるいは照葉樹二次林との種

数，優占種，構成種等の比較はたいへん興味がも

たれる．今回私たちは，日本南限とされるブナ林

のアリ相を解明するために，高隈山系の大箆柄岳

で標高別の調査を行った．

　調査地及び方法

高隈山系は，鹿児島県大隅半島中部の鹿児島
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湾寄りの海岸から 10 kmほど内陸に位置し，東側

には志布志湾にかけて平野部が広がっており，海

抜 1000 m級の稜線を形づくっている（図 1）．

ブナ林は，大野原林道から九州自然歩道に入っ

て徒歩で約 2時間の標高約 1000 m地点の傾斜地

で，胸高直径が 80 cmを超えるブナが常緑広葉樹

と混生して広い範囲に点在しているものと思われ

る．林内は全体的に明るい部分が多く，林床にも

多くの植物がみられた（図 2）．林床には落葉が

厚く堆積していた．一方，照葉樹二次林は，大野

原林道から九州自然歩道に入って徒歩で約 15分

の標高約 700 m 付近であった．常緑広葉樹を構成

樹種とし，林内は全体的に薄暗く，日差しが林床

まで届く明るい部分はほとんどなかった（図 2）．

林床には落葉が厚く堆積し，地表植物はほとんど

みられなかった．

調査は，ブナ林，照葉樹二次林とも山頂へと

続く九州自然歩道沿いの少し林内に入った場所で

実施された．ブナ林，照葉樹二次林のそれぞれに

2つの調査地点を設け，それぞれで 3本のライン

トランセクト（1本 27 m）を設置した．3 m おき

に，目印棒，80%に希釈されたエタノールの入っ

たサンプル管（5 ml），粉チーズベイト（0.5 g）

をセットした．１トランセクトに 10個（１調査

地点で計 30個），2つの環境で合計 60個のベイ

トを設置した．トランセクト設置後，60分間に

集まってきたアリを各種数個体ずつ採集しサンプ

ル管に液浸した．また，トランセクトの両側にで

きる横9 m x 縦27 mの各ベルト内で，見つけ採り，

リターふるい，土壌ふるいをそれぞれ 60分間ず

つ行った．リターふるいと土壌ふるいは，市販さ

れているふるい（4 mm x 4 mmメッシュ）と受け

皿を用いた．

調査は，2007年 8月 25–26日に実施した．ま

た高隈山系から得られた種のリストを作成するに

当たっては，2007年 8月 9日に実施した予備調

図 1．調査地と調査地点．●，ブナ林；■，照葉樹二次林． 図 2．各調査地点の環境．上，ブナ林（1000 m）；下，照葉
樹二次林（700 m）．
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査で得られた標本及び鹿児島大学理学部の標本室

に保管されている標本も使用した．

　結果

1．大箆柄岳のアリ

今回，大箆柄岳の調査地からヤマアリ亜科 6種，

ハリアリ亜科 5種，カギバラアリ亜科 1種，フタ

フシアリ亜科 6種の 4亜科 14属 18種のアリが採

集された（表 1）．また，予備調査及び過去のデー

タを含めると，これまでに高隈山系から得られた

アリは 4亜科 17属 23種となった．

 

種名　 ブナ林 1 ブナ林 2 照葉樹林 1 照葉樹林 2 過去の記録
1000 m 700 m (15 種 )

ヤマアリ亜科 Formicidae
1 ミカドオオアリ Camponotus kiusiuensis ○
2 ニシムネアカオオアリ Camponotus hemichlaena ○ ○ ○ ○
3 ハヤシクロヤマアリ Formica hayashi ○
4 ハヤシケアリ Lasius hayashi ○
5 トビイロケアリ Lasius japonicus ○ ○ ○
6 ヒゲナガケアリ Lasius productus ○ ○
7 クサアリモドキ Lasius spathepus ○
8 アメイロアリ Nylanderia flavipes ○ ○ ○ ○ ○

ハリアリ亜科 Ponerinae
9 トゲズネハリアリ Cryptopone sauteri ○ ○ ○

10 ニセハリアリ Hypoponera sauteri ○ ○ ○ ○
11 ナカスジハリアリ Pachycondyla nakasujii ○ ○ ○
12 マナコハリアリ Ponera kohmoku ○
13 テラニシハリアリ Ponera scabra ○ ○ ○ ○ ○

カギバラアリ亜科 Proceratiinae
14 ワタセカギバラアリ Proceratium watasei ○

フタフシアリ亜科 Myrmicinae
15 アシナガアリ Aphaenogaster famelica ○ ○
16 ヤマトアシナガアリ Aphaenogaster japonica ○ ○
17 キイロシリアゲアリ Crematogaster osakensis ○ ○ ○
18 カドフシアリ Myrmecina nipponica ○
19 シワクシケアリ Myrmica kotokui ○
20 アズマオオズアリ Pheidole fervida ○ ○ ○
21 ヒラタウロコアリ Pyramica canina ○
22 ウロコアリ Strumigenys lewisii ○ ○ ○
23 ウメマツアリ Vollenhovia emeryi ○

種名 粉チーズベイト 見つけ採り リターふるい 土壌ふるい
ブナ林 照葉樹林 ブナ林 照葉樹林 ブナ林 照葉樹林 ブナ林 照葉樹林

1 ミカドオオアリ ○
2 ニシムネアカオオアリ ○ ○ ○ ○
3 ハヤシクロヤマアリ ○
4 トビイロケアリ ○ ○ ○ ○ ○
5 ヒゲナガケアリ ○ ○ ○
6 アメイロアリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 トゲズネハリアリ ○ ○ ○
8 ニセハリアリ ○ ○ ○
9 ナカスジハリアリ ○ ○ ○ ○

10 マナコハリアリ ○
11 テラニシハリアリ ○ ○ ○ ○
12 ワタセカギバラアリ ○
13 アシナガアリ ○ ○ ○
14 ヤマトアシナガアリ ○
15 キイロシリアゲアリ ○ ○ ○ ○
16 アズマオオズアリ ○ ○ ○ ○
17 ヒラタウロコアリ ○
18 ウロコアリ ○ ○ ○ ○ ○

合 計 3 7 4 7 6 13 6 10

表 2．採集方法別種数．

表 1．高隅山系・大箆柄岳から採集されたアリ．
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2．環境別の種数

ブナ林（1000 m）で採集されたアリは，ヤマ

アリ亜科 4種，ハリアリ亜科 3種，フタフシアリ

亜科 2種の計 9種であった．一方，常緑広葉樹を

構成樹種とする照葉樹二次林（700 m）で採集さ

れたアリは，ヤマアリ亜科 5種，ハリアリ亜科 5

種，カギバラアリ亜科 1種，フタフシアリ亜科 5

種の計 16種で，ブナ林よりも多くの種が採集さ

れた．今回の調査において，照葉樹二次林内でハ

リアリ亜科のアリが全体の約 31%と高い割合で

採集された．ブナ林で得られた 9種のうち 7種は

照葉樹二次林でも得られ，ブナ林のみで採集され

たのはヒゲナガケアリ Lasius productus Wilsonと

アズマオオズアリ Pheidole fervida F. Smithであっ

た．

3．採集方法別の種数

採集方法別でみると，ブナ林では粉チーズベ

イトで 3種，見つけ採りで 4種，リターふるいで

6種，土壌ふるいで 7種が採集された（表 2）．一

方，照葉樹二次林では，粉チーズベイトで 7種，

見つけ採りで 6種，リターふるいで 13種，土壌

ふるいで 10種が採集された．ハリアリ亜科のア

リは，照葉樹二次林において土壌ふるいで最も多

く採集された．

4．環境別 4亜科の割合

ブナ林では，ヤマアリ亜科（44.5%）の割合が

高かった．一方，照葉樹二次林では，ヤマアリ亜

科，ハリアリ亜科，フタフシアリ亜科のアリが同

じ割合（31.2%）であった（図 3）．

5．各環境の優占種

今回の調査において，各環境の林内における

地表活動性のアリの優占種は粉チーズベイトへの

出現頻度によって決定した．

ブナ林の優占種は，アメイロアリ Nylanderia 

flavipes (F. Smith)（49/60, 0.82），アズマオオズア

リ（20/60, 0.33）であった（表 3）．一方，照葉樹

二次林の優占種は，アメイロアリ（53/60, 0.88），

ナカスジハリアリ Pachycondyla nakasujii Yashiro 

et al.（35/60, 0.58），キイロシリアゲアリ Cremato-

gaster osakensis Forel（17/60, 0.28）であった．ア

メイロアリの優占度は，両環境において他のアリ

に比べて圧倒的に高かった（全体で 102/120, 

0.85）．

6．種構成の類似度

紫尾山と大箆柄岳のそれぞれのブナ林と照葉

樹二次林間の種構成の類似度（野村－シンプソン

図 3．環境別 4亜科の割合．

種名 ブナ林（60） 照葉樹林（60） 合計（120）
ニシムネアカオオアリ 10 [0.17] 10 [0.08]
トビイロケアリ 2 [0.33] 1 [0.02] 3 [0.03]
ヒゲナガケアリ 3 [0.05] 2 [0.02]
アメイロアリ 49 [0.82] 53 [0.88] 102 [0.85]
ナカスジハリアリ 35 [0.58] 35 [0.29]
アシナガアリ 1 [0.02] 1 [0.01]
キイロシリアゲアリ 17 [0.28] 17 [0.14]
アズマオオズアリ 20 [0.33] 20 [0.17]
（　）ベイト数；[　] 出現頻度．

表 3．粉チーズベイトへの出現頻度．
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指数 NSC）は，紫尾山照葉樹二次林 1－大箆柄

岳ブナ林間（0.89）が最も高く，紫尾山ブナ林 2

－大箆柄岳ブナ林間（0.79），大箆柄岳ブナ林－

大箆柄岳照葉樹二次林間（0.78）の順であった（図

4）．また，紫尾山ブナ林 1－紫尾山照葉樹二次林

2間（0.42），紫尾山照葉樹二次林 2－大箆柄岳ブ

ナ林（0.44），紫尾山ブナ林 1－大箆柄岳照葉樹

二次林間（0.45）の類似度は低かった．

　考察

調査地とした高隈山系に位置する大箆柄岳の

照葉樹林は，かつて伐採された二次林ではあるが，

人里から遠く離れているため長年にわたり自然林

に近い状態が保たれてきた．また，高隈山系を縦

走している九州自然歩道を利用する登山者は，年

間を通じて少数で森林環境への人為的影響は極め

て小さいものと思われる．ブナ林ではアリの種数

が少なく，屋久島の調査において標高 1000 m 以

上で追加種が少なかった結果と一致する（細石他，

2007）．おそらく 1000 m 以上の高い標高では，植

生に関係なく，冬季の厳しい低温によって定着で

きるアリが限定されているものと思われる．今後

さらに調査を行えば，特に照葉樹二次林において

土中性種を中心に若干の追加種が見込まれる．

今回の調査で，大箆柄岳ブナ林（1000 m）か

ら 9種のアリが採集された．一方，紫尾山ブナ林

の調査は，山頂近くの1020 mと950 mで実施され，

それぞれ 12種と 18種のアリが記録された（原田

他，2011）．紫尾山ブナ林 1 (1020 m) と大箆柄岳

ブナ林から採集された種数とがほぼ同数（それぞ

れ 12種と 9種）であったが，それらの間の種構

成の類似度は 0.56で決して高いとはいえない（図

4）．紫尾山照葉樹二次林 1（490 m）－大箆柄岳

ブナ林間は 0.89と最も高かった．これは，後者

で得られた 9種のほとんどが前者に含まれている

ためである．また，紫尾山ブナ林 2（950 m）－

大箆柄岳ブナ林間も 0.79と高かった．紫尾山の

ブナ林 2はブナの密度が低く，照葉樹の割合が高

く，ブナ林と言えるかどうか意見の分かれるとこ

ろである．この点では大箆柄岳ブナ林に似ている．

つまり，大箆柄岳ブナ林には照葉樹林では見られ

ない固有のアリ種がほとんど存在しないことを示

している．

粉チーズベイトへの出現頻度によって，その

環境における地表活動性のアリの優占種をおおま

かに推定することができる．今回の調査では，ア

メイロアリがブナ林，照葉樹二次林（700 m）の

それぞれにおいて優占順位 1位であった．アメイ

ロアリは通常低山帯の林内で高い優占度を示すが

（例えば，川原他，1999; 原田，2008; 原田他，

2012; 松村・山根，2012），今回の調査では標高

700–1000 mにおいても圧倒的に高い優占度を示

すことがわかった．しかし，鹿児島県種子島の浦

田と浜田の海岸に近い小規模な照葉樹二次林では

紫尾山 ブナ林 1
(1020 m)

0.73
紫尾山 ブナ林 2

(950 m)

0.50 0.65
紫尾山 照葉樹林 1

(490 m)

0.42 0.50 0.53
紫尾山 照葉樹林 2

(430 m)

0.56 0.79 0.89 0.44
大箆柄岳 ブナ林

(1000 m)

0.45 0.60 0.60 0.53 0.78 大箆柄岳 照葉樹林
(700 m)

図 4．紫尾山と大箆柄岳の各環境間の種構成の類似度（NSC）．
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アシジロヒラフシアリ Technomyrmex brunneus 

Forelが優占していた（原田他，2009）．アシジロ

ヒラフシアリは，4つのトランセクトのそれぞれ

で 30個のベイト中最低 23個（0.77）から最高 27

個（0.90）の高い頻度で採集された．これは，同

じく 4つのトランセクトのそれぞれで 30個のベ

イト中最低 24個（0.80）から最高 27個（0.90）

で採集された大箆柄岳のアメイロアリの頻度とほ

ぼ同じであった．このことは，アシジロヒラフシ

アリ侵入後に優占種が入れ替わる可能性を示して

いる．

　Appendix

Records of ants from Mt. Onogara-dake deposited 

at the SKY collection in Kagoshima University.

Camponotus hemichlaena
450 m, 10.vii.1989, 1 worker, Y. Nishizono

Lasius hayashi
850 m, 2.vi.1989, 2 workers, Sk. Yamane

Lasius spathepus
1000 m, 9.viii.2007, 5 workers, Y. Harada

Pachycondyla nakasujii
500 m, 27.vi.1987, 3 workers, Sk. Yamane

Aphaenogaster famerica
1105 m, [13.ix-17.xii.1990], 4 workers and 2 males 

(reared), H. Watanabe
980 m, [8.vii.1990], 1 male (reared), H. Watanabe
1050 m, [9.viii.1990], 1 queen (reared), H, Watanabe

Aphaenogaster japonica
980 m, [8.Viii.1990, reared], 1 queen (reared), H. Watanabe
1070 m, [16.viii.1990], 1 male (reared), H. Watanabe

Myrmecina nipponica
450 m, 10.vii.1989, 1 worker, Y. Nishizono

Myrmica kotokui
1050 m, 2.vi.1989, 2 workers, Y. Nishizono

Pheidole fervida
930 m, 2.v.1989, 1 worker, Y. Nishizono
[3.xi.1990], 1 worker (reared), S. Handa

Strumigenys lewisi
800 m, 12.vii.1989, 1 worker, Y, Nishizono
850 m, 12.vii.1989, 5 workers, Y, Nishizono

Vollenhovia emeryi
500 m, 27.vi.1987, 1 worker, Sk. Yamane
[  ]  飼育コロニーから採集した日．
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